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2024  

 
 
 金 賞  山 中 瑶 子 監督『ナミビアの砂漠』 

 銀 賞 安 田 淳 一 監督『侍タイムスリッパー』 

 プ ロ デ ュ ー サ ー 賞 関   友 彦  氏  

   『箱男』プロデューサー/製作プロダクション 

    『あんのこと』 プロデューサー/制作プロダクション 

    『若武者』 プロデューサー/製作プロダクション/配給 

 

第 29 回授賞式 

2024年12月6日（金）正午 如水会館スターホール  

主催: 協同組合 日本映画製作者協会 

 

〈特別協賛〉 

東京テアトル株式会社 

 

協賛 

松竹株式会社 東宝株式会社 東映株式会社 株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ 日活株式会社 

日本映画放送株式会社 株式会社ＷＯＷＯＷ 株式会社 IMAGICA エンタテインメントメディアサービス  

 株式会社ファンテック Palabra 株式会社 株式会社 U-NEXT Netflix 

日本テレビ放送網株式会社 株式会社テレビ朝日 株式会社ＴＢＳテレビ 株式会社テレビ東京 株式会社フジテレビジョン 

 

〈後援〉 

文化庁 



2 

 

金 賞 

山中瑶子 監督『ナミビアの砂漠』 

監督・脚本 

 

 

受 賞 者 コ メ ン ト  

山中瑶子です。こんにちは。 

とても光栄に、うれしく思います。プロデューサーが選ぶ賞ということで、もちろん、スタッフたちと関わって
くださった皆様に心から感謝をするとともに、今日はちょっとプロデューサーに感謝してみようと思います。 

結構いつも、今までお世話になったり、私が逃げたりして、どうなってるか分からないなというプロデューサー

の顔もチラッとは見えるんですけども。 
『ナミビアの砂漠』は、もともとブリッジヘッドの小川真司プロデューサー、〈（会場を見回して）いらっしゃい

ますか？あ、いた！〉と別の原作小説の映画化をまずスタートさせていたんですけど、私がいつもどおり、「ちょ

っと、これはできません」「降りたいです」と申したときに、かなり小川さんにも迷惑かけましたし、やきもきし
たと思うんですけど、そのときはハピネットファントム・フィルム（ファントム・フィルム、※ハピネットファ

ントム・スタジオ）の小西（啓介）さん、〈（会場内をみて）小西さん、いらっしゃいますか？あ、いた！〉「オリ

ジナルで河合優実さん主演のまま、好きに書いてみればどうですか？」ということを言っていただいて、そんな
ことって本当に、ふだん、ありえないと思うんですけど。急に、その判断が本当にすごいですけど、でも、その

ときは「全投げされているな」とも思ったというか、今はとってもよかったんですけど。もう本当に、すごかっ

たですね。 
 

そのあと、コギトワークスさんに制作会社が決まりまして、私が、本当は脚本が書けないので、いっぱい脚本書
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いてる人に分かると、そんな名前をこう、こうした賞をもらうっていうのはふさわしくないんじゃないかってい
うぐらい脚本が書けないんですけど。でも、コギトワークスにある脚本執筆部屋に毎日通いまして、コギトのプ

ロデューサーの山田真史さんが、日々、見守ってくれてというか。人を見張るっていうことは、普通だったらす

ごくストレスになることだと思うんですけど、山田さんは本当にすばらしいというか、山田さんがいてくれるお
かげでリラックスして書けるっていう状況があって。困ったときには相談にも乗ってくれて、感謝しています。 

 

もう１人、コギトの鈴木徳至プロデューサーは〈どこですか？（会場内、見つけて手を振る）〉、本当に、私がど
ういう人間かっていうことをよく見てくださって、本当にすばらしいスタッフィングをしてくれた。ほかにもい

っぱい相談に乗ってもらって。「みんなで一丸となって映画を作る」みたいなことがあまり好きじゃないんです

けど、一丸とならなくても、バラバラで居ても、同じものを真摯に作れるんだっていう、豊かなスタッフを集め
てくださって本当に感謝しています。カメラマンの米倉（伸）さんも来ていただいて、もうずっと、ありがとう

ございます。 

新藤兼人さんは、戦争を絶対に許さず、人間とは一体どういう存在なのかということをすごく考え続けて、たく
さん映画を撮り続けていた方だと思うんですけど、私にはまだまだそんな気概が足りないので、もっと精進して

頑張りたいと思います。 

ありがとうございました。 
 

〈取材写真撮影の前にもう一度、マイクを取って〉 

すいません、さっきご挨拶で忘れちゃって、Palabraさん、ありがとうございます。ナミビアで一緒に作った時と
ても楽しかったので、またご一緒出来るの楽しみです。ありがとうございます。 
 
 
受賞者プロフィール  
1997 年生まれ、⾧野県出身。19 歳で撮影・初監督した『あみこ』（17 年）が PFF アワード 2017 で観客賞を受

賞。 

同作品は 18 年に第 68 回ベルリン国際映画祭のフォーラム部門に史上最年少で招待されたほか、 

香港国際映画祭やカナダのファンタジア映画祭など、各国の映画祭で上映され、話題を呼んだ。『ナミビアの砂漠』

（24 年）にて第 77 回カンヌ国際映画祭の国際映画批評家連盟賞を女性監督として最年少での受賞を果たす。 
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『ナミビアの砂漠』 劇場公開日：２０２４年９月６日 
 

監督・脚本：山中瑶子 

製作：小西啓介、崔相基、前信介、國實瑞惠 

プロデューサー :小西啓介、小川真司、山田真史、鈴木徳至 

撮影:米倉伸 美術：小林蘭 装飾：前田陽 音楽：渡邊琢磨 録音：小畑智寛  

リレコーディングミキサー：野村みき 照明 :秋山恵二郎 編集：⾧瀬万里 スタイリスト：髙山エリ 

ヘアメイク：河本花葉 協力プロデューサー：後藤哲 制作主任：宮司侑佑 助監督：平波亘 

出演：河合優実、金子大地、寛一郎、新谷ゆづみ、中島歩、唐田えりか、渋谷采郁、澁谷麻美、倉田萌衣、伊島空、堀部圭亮、 

渡辺真起子 

製作：『ナミビアの砂漠』製作委員会 

   （企画製作：ハピネットファントム・スタジオ／制作プロダクション：ブリッジヘッド、コギトワークス） 

企画製作・配給 :ハピネットファントム・スタジオ 

〔2024年／日本／137分／カラ－／スタンダード（1：1.37）／5.1ch〕©２０２４『ナミビアの砂漠』製作委員会 

 

 

 

『ナミビアの砂漠』世の中も、人生も全部つまらない。やり場のない感情を抱いたまま毎日を生きている、21歳のカ

ナ。優しいけど退屈なホンダから自信家で刺激的なハヤシに乗り換えて、新しい生活を始めてみたが、次第にカナは

自分自身に追い詰められていく。もがき、ぶつかり、彼女は自分の居場所を見つけることができるのだろうか・・・？ 

 

監督は1９歳という若さで『あみこ』を作り上げ、史上最年少でのベルリン国際映画祭出品を果たした若き天才・山中

瑶子。主演はその『あみこ』を観て衝撃を受け、監督に「いつか監督の作品に出演したいです」と直接伝えに行ったと

いう、河合優実。才能あふれる2人の夢のタッグが実現した本作は、今年のカンヌ国際映画祭 監督週間でも絶賛され、

国際映画批評家連盟賞を受賞。カンヌでのワールドプレミア、上海国際映画祭でのアジアプレミアを経て、日本での

公開を迎えると、満席回が続出するなど大きな熱狂を巻き起こした。11月13日にはフランスでも公開され、その後ア

メリカ、カナダ、台湾、韓国など海外での上映も予定されており、“ナミビア旋風”は、海を越えて広がっていく ！ 
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銀 賞 

安田淳一 監督『侍タイムスリッパー』 

監督/脚本/撮影/照明/編集/タイトル CG/現代衣装/車両/制作 

 

受 賞 者 コ メ ン ト  

どうも、本日はこのような賞をいただきまして、本当にうれしく思っています。 
お立ちになってる皆さん、立ちくらみだけにはお気をつけて、無理せずに聞いてください。 
まずもってですね、新藤兼人さんと言えばですね、私ども自主映画の大先輩のお名前を冠したこのような賞を
いただいたことをうれしく思っております。 
この作品は、取っかかりがですね、京都撮影所の皆さん、それから、初めてこの映画を掛けていただけるって
言ってくれたミニシアターの皆さん、そして、大きく取り上げてくださったシネコンの皆さん、そしてギャガ
の皆さん、それと何よりもお客様、そういった皆さんの、映画に関わる皆さんの心意気と助けによって、ここ
まで来れたと思っております。 
今、選考時、すったもんだと聞きましてですね、さもありなんと思ってまして、よくこのような、監督が 11 役
以上兼ねる、自主映画丸出しの作品をですね、ベタベタの作品を、銀賞に選んでいただいたことに感謝しつ
つ、結構リスクのある危ない橋を渡られたなと思っております。 
思えば、言いたいことはいっぱいあるんですけれども、すばらしい作品を作られた山中監督、そして、『あん
のこと』制作そしてプロデューサーの皆さん、そして、僕は 57 歳ですけども、まだまだ前途のある映像作家の
皆さんと、この場にいれることを本当に幸せに思っております。 
僕は、大人から子どもまでと言いますか、具体的に言うと小学校５年生以上、90 歳ぐらいまでの皆さんが、映
画を観て、笑って、楽しんで、「さぁ明日も頑張っていこう」と思えるような映画を、費用対効果をきちっと
把握しながらですね、作っていきたいと思ってますので、どうぞ今後ともよろしくお願いします。 
本当に今日はありがとうございました。 
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受賞者プロフィール  
1967 年京都生まれ。大学卒業後、様々な仕事を経てビデオ撮影業を開始。幼稚園の発表会からブライダル撮影、企
業用ビデオ、イベントなど幅広い分野で、演出、セットデザイン、マルチカム収録・中継などをこなす。2023 年、
父親の逝去により実家の米作り農家を継ぐも、多すぎる田んぼ、慣れない稲作に時間を取られ映像制作業もままなら
ず、安すぎる米価に赤字にあえぐひっ迫した状況。「映画がヒットしなければ米作りが続けられない」と涙目で崖っ
ぷちの心境を語る。 
2014 年、『拳銃と目玉焼』が公開。Hulu でも配信されレイティング 4.0 を獲得。2017 年には『ごはん』がシネコン
全国 5 都市やミニシアターにて公開された後、各地で様々な上映イベントが行われ、38 カ月も続くロングラン作品
となる。 
 2024 年 8 月 17 日、インディーズ映画の聖地“池袋シネマ・ロサ”1 館のみで公開された『侍タイムスリッパー』が
大ヒット。話題が話題を呼び、2024 ユーキャン新語・流行語大賞にもノミネート。2024 年 11 月 27 日段階で動員
54 万人突破、延べ上映劇場数 340 館以上となる一大ブームとなっている。 
 

 
『侍タイムスリッパー』 劇場公開日：２０２４年８月１７日 

 

監督・脚本・撮影・照明・編集・タイトル CG・現代衣装・車両・制作：安田淳一 

制作：清水正子、沙倉ゆうの    音声：岩瀬航 、江原三郎 、松野泉   照明：土居欣也 、はのひろし 

時代衣装：古賀博隆 、片山郁江   床山：川田政史     助監督：高垣博也 、沙倉ゆうの  

特効：前田智広、佃光、上野尊貴   殺陣：清家一斗       美術協力：辻野大 、田宮美咲 、岡崎眞理、沙倉ゆうの 

出演：山口馬木也、冨家ノリマサ、沙倉ゆうの、峰蘭太郎、紅萬子、福田善晴、井上肇、田村ツトム、安藤彰則、庄野﨑謙 

製作会社：未来映画社（撮影協力：東映京都撮影所） 

配給：ギャガ、未来映画社 

〔2023 年／日本／131 分／カラー／アメリカンビスタ（1：1.85）／ステレオ〕 ©2024 未来映画社 

 
『侍タイムスリッパー』現代の時代劇撮影所にタイムスリップした幕末の侍が、時代劇の斬られ役として第二の人
生を生きていく姿を描いた時代劇コメディ。 
 
幕末の京都。会津藩士の高坂新左衛門は⾧州藩士を討つよう密命を受けるが、標的の男と刃を交えた瞬間、落雷によ
って気絶してしまう。目を覚ますと、そこは現代の時代劇撮影所だった。江戸幕府が 140 年前に滅んだことを知り、
がく然とする新左衛門。心優しい人たちに助けられ、やがて剣の腕を頼りに、斬られ役として生きていくことを決意
する。 
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プロデューサー賞 
関 友彦 氏 

『箱男』プロデューサー/製作プロダクション 

   『あんのこと』プロデューサー/制作プロダクション 

   『若武者』プロデューサー/製作プロダクション/配給 

 

 
 

 

受 賞 者 コ メ ン ト  

初めまして。コギトワークスの関と申します。新藤兼人賞のプロデューサー賞という、大変気骨のある賞を頂
けたことに、とてもうれしく思っています。ありがとうございます。 
３作品あるので、ちょっと⾧くなってしまうかもしれませんが、１つずつお話ししたいと思います。 
 
『箱男』は、97 年に実は映画化を進めていて、クランクインのときに頓挫をしたという経緯がありまして、い
わゆる、映画化として幻の映画というふうにずっと言われてきました。2013 年に石井（岳龍）監督から、「関
君とやりたい企画があるんだよね」と言われて持ち込まれたのが、この『箱男』であります。 
なかなか映画化が難しいということは、うわさに聞いていたので、引き受けるのに自信はなかったんですが、
結局、映画化するまでに 11 年かかってしまいました。その 11 年のあいだに、いろんな出資者に交渉しに行っ
たんですが、皆さん「なかなか難しいね」っていうことで、なかなか実現できませんでした。 
そんなときに、最終的にハピネットファントム・スタジオの小西（啓介）さんにご相談したときに、小西さん
がひと言「やりましょう」と言っていただき、その言葉に 11 年間が報われたと言いますか、すごく、小西さん
の男気に感謝しております。改めて、ありがとうございます。 
その 97 年に出演が決まっていた、永瀬正敏さん、佐藤浩市さんにも、今回も出演していただくことができて、
それも、とても大きなことだったと思っております。 
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石井監督がいつも、「映画は集団創作だ」というふうにおっしゃっておりまして、今回、この映画『箱男』は
集団創作で出来た作品であると十分自負を持っております。ゆえに、こういった賞を受賞できたんだなと思っ
ております。石井監督、改めまして、ありがとうございました。 
 
人前でしゃべるの苦手なんですよね。すいませんね。 
 
次、映画『あんのこと』ですが、この作品は、実際に起きた事件を基に映画化しております。鈍牛倶楽部の國
實（瑞惠）さんが企画開発をされまして、入江（悠）監督と國實さんが、すごく丁寧な取材ノートを、当時の
事件の取材のノートを映画化いたしました。 
なかなかやはり、コロナ禍、まだコロナがすごく残っていた時期でもありましたので、いわゆる映画として成
立させるのに、結構、困難を要しました。 
ですが、入江監督のけん引力、そして、今年を象徴する主演である河合優実さんと一緒に、この「あんのこ
と」ということを製作できたことは、制作プロダクションをやってる身としましては大変意義があったなぁと
感じております。 
作品の制作上、社会への問いが結構多い作品であったので、公開されたあとに多くの皆さんに観られたこと
は、とてもうれしく思っております。ありがとうございました。 
続きまして、映画『若武者』。この作品は、コギトワークスとは別の形で、Ｕ‐ＮＥＸＴさんのサポートを受
けまして、「New Counter Films（ニューカウンターフィルムズ）」という新しい映画レーベルを立ち上げた、
それの第一弾の映画でした。 
何が新しいレーベルかと言いますと、企画、製作、配給ということを一気通貫して弊社で行いまして、それを
国内のミニシアターだけではなく、海外のミニシアターにも直接、セールスカンパニーなどを通さず届ける、
という試みをした作品でした。 
その、いわゆる売り上げですね、収益は、作り手である監督を始め、クリエーターたちに分配をしていこうと
いうことを掲げて立ち上げた「New Counter Films（ニューカウンターフィルムズ）」というレーベルの第一弾
でありました。 
結果、日本国内では 25 館のミニシアターで上映していただいたのと、海外は、ニューヨーク、カリフォルニ
ア、ＵＫなどの全４館で上映を行うことができました。 
まだまだ、海外のミニシアターを直接交渉して上映、公開をしていくということは、本当にはじめの一歩なの
で、まだまだ本当に小さい数館ではあるんですけれども、これはもう今後とも、何十年にもわたってやってい
き、日本国内と同じぐらいの館数を海外で開けれることができたら、もしかしたらマーケット的にもビジネス
スキームとして日本映画界が変わるんじゃないかなと思った、ベビーステップとしてやりました。今ある既存
の映画界のビジネススキームが、全く悪いとは思ってないんですけれども、ただ、それにマッチングとして合
ってない作品があることは確かだと思いますので、新たな選択肢を作るべく、自分たちで行動したという作品
でした。 
この『若武者』の動きがありまして、イギリス国内の映画館などに割とコネクションが多く出来ましたので、
実は映画『箱男』のＵＫのセールス、セールスというか公開だけですね、配給は、弊社でやらせていただきま
して、ヨーロッパで一番大手のシネコンのオデオンさんで、イギリス国内３ヵ所で上映していただくことにな
りまして、少しずつ、そういうことが広まっていけばいいなと思っております。 
という３作品をやらせていただきました。 
 
やはり、この新藤兼人プロデューサー賞を受賞させていただくということは、すごく正直、大きな自信になっ
ております。映画のプロデューサーという職業が、若い、これからの人たちにとって憧れの職業になるよう
に、「プロデューサーっていいな」と思われるように、今後もコギトワークスとして、力強い映画を作ってい
こうと思っております。今後とも、よろしくお願いいたします。 
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受賞者プロフィール 
学生時代イギリスで自主短編映画を制作したことをきっかけに、2000 年帰国後フリーランスの制作として多くの邦

画や合作映画の現場に参加。2008 年コギトワークスを設立。 

これまで、制作プロダクションのプロデューサーとして多くの現場に携わってきたが、2020 年以降は、自社製作作

品において宣伝・配給も手掛けるようになる。またその活動は国内配給だけに留まらず、海外の劇場にも直接交渉を

敢行し、上映を行っている。 

本年（2024 年）、コギトワークスが参画した公開映画は、『王国（あるいはその家について）』 草野なつか監督、

『蒲団』 山嵜晋平監督、『若武者』 二ノ宮隆太郎監督、『あんのこと』 入江悠監督、『つゆのあとさき』 山嵜晋

平監督、『箱男』 石井岳龍監督、『ナミビアの砂漠』 山中瑶子監督、『青い記憶』 ヨシダシゲル監督の全８作で

ある。 

 

 

 
 

石井岳龍監督『箱男』 劇場公開日：２０２４年８月２３日 

 

関 友彦：プロデューサー/製作プロダクション 
『箱男』安部公房の同名小説を石井岳龍監督が映画化。１９９７年に製作が決定するもクランク・イン前日に撮影が

頓挫していた。安部公房生誕１００周年を迎える今年、２７年越しに映画『箱男』が完成した。 

箱男に心を奪われたカメラマンが、自分も箱男になろうとするが、さまざまな試練や危険に襲われる。 
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入江悠監督『あんのこと』 劇場公開日：２０２４年６月 7 日 

 

関 友彦：プロデューサー/制作プロダクション 

『あんのこと』2１歳の香川杏は、幼い頃から母親に暴力を振るわれ、十代半ばから売春を強いられて、過酷な
人生を送ってきた。ある日、覚醒剤使用容疑で取り調べを受けた彼女は、人間味にあふれた刑事・多々羅との
出会いをきっかけに、多々羅や２人を取材するジャーナリストの桐野の助けを借りながら更生の道を歩み始め
る。しかし突然のコロナ禍に見舞われ、杏がやっと手にした居場所や人とのつながりは、あっという間に失わ
れてしまい―。 
 
 

 
 

ニノ宮隆太郎監督『若武者』 劇場公開日：２０２４年５月２５日 

 

関 友彦：プロデューサー/製作プロダクション/配給 
3 人の若者を主人公に描く青春群像劇。幼なじみの 3 人は、数年前に事故で亡くなったもう 1 人の幼なじみが眠る墓

地に向かう。やがて彼らは世直しと称して、街の人々の些細な違反や差別に対して無軌道に牙を剥いていく。 
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金 賞 ・ 銀 賞  講 評  

 

審査総評  

審査委委員⾧ 永井拓郎（RIKI プロジェクト） 
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永井拓郎（NAGAI Takuro）/ RIKIプロジェクト profile 

1977年石川県生まれ。キャスティングアシスタント、俳優のマネージメントを経て、2004年RIKIプロジェクト参画、2016年

代表取締役就任。主なプロデュース作品は『ひゃくはち』（’08/森義隆監督）、『ぼくたちの家族』（’14/石井裕也監督）、『聖の青

春』（’16/森義隆監督）、『ある船頭の話』（’19/オダギリジョー監督）、『生きちゃった』（’20/石井裕也監督）、『私をくいとめて』

（’20/大九明子）、『茜色に焼かれる』（’21/石井裕也監督）、『死刑にいたる病』（’22/白石和彌監督）、『川っぺりムコリッタ』

（’22/荻上直子監督）、『月』（’23/石井裕也監督）、『愛にイナズマ』（’23/石井裕也監督）等。現在、『本心』（石井裕也監督）が公

開中。 

 
 

審査員 関 友彦（コギトワークス） 

関 友彦（SEKI Tomohiko）/コギトワークス profile 

学生時代イギリスで自主短編映画を制作したことをきっかけに、2000年帰国後フリーランスの制作として多くの邦画や合作映画の
現場に参加。08年コギトワークスを設立。『KILL BILL』（’03/Quentin Tarantino監督）、『Lost in Translation』（’04/Sofia Coppola
監督）、『海猿』（’04/羽住英一郎監督）、『いつか読書する日』(’05/緒方明監督)、『蟲師』（’07/大友克洋監督）、『INCEPTION』
（’10/Christopher Nolan監督）など多数。主なプロデュース作品に、『めがね』（07/荻上直子監督）、『クローンは故郷をめざす』
（09/中嶋莞爾監督）、「ネオ・ウルトラQ」（14/WOWOW）、『人数の町』（20/荒木伸二監督）、『逃げきれた夢』（23/二ノ宮隆太郎
監督）、『あんのこと』（24/入江悠監督）、『箱男』（24/石井岳龍監督）などがある。 
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審査員 深瀬和美（クロックワークス） 

深瀬和美（FUKASE Kazumi）/クロックワークス profile  

1998年株式会社ロックウェルアイズに入社。以降映画宣伝会社を経て2002年に株式会社クロックワークスに入社。宣伝プロデュ
ーサーとして洋画・邦画の宣伝に携わりながら2007年『アフタースクール』で初めてアソシエイトプロデューサーとして制作に参
加。『鍵泥棒のメソッド』（’12年）でプロデューサーデビュー。以降、新人監督のオリジナル脚本作品を中心に、宣伝的な視点を大
切にしながら、『夏の終り』（’13年/熊切和喜監督）、『先生と迷い猫』（’15年/深川栄洋監督）、『湯を沸かすほどの熱い愛』（’16年/中
野量太監督）、『彼女がその名を知らない鳥たち』（’17年/白石和彌監督）、『ねことじいちゃん』（’19年/岩合光昭監督）、『初恋～お父
さん、チビがいなくなりました』（’19年/小林聖太郎監督）、『決戦は日曜日』（’22年/坂下雄一郎監督）において制作と宣伝のプロ
デューサーを務めている。その他のプロデュース作品に『死刑にいたる病』(’22年/白石和彌監督)、『悪い夏』(’25年公開予定/城定
秀夫監督)がある。 
 
 
審査員 三宅はるえ（K2 Pictures/ブースタープロジェクト） 

 

三宅はるえ（MIYAKE Harue）/ K2 Pictures/ブースタープロジェクト profile 
『LOVE MY LIFE』（06年/川野浩司監督）以降映画プロデュースを手掛ける。主なフィルモグラフィに『イン・ザ・ヒーロー』（'14/
武正晴監督）、『最後の命』（'14/松本准平監督）、『at Homeアットホーム』（'15/蝶野博監督）、『世界は今日から君のもの』（'17/尾
崎将也監督）、『KOKORO』（'17/ヴァンニャ・ダルカンタラ監督）、『あの日のオルガン』（'19/平松恵美子監督）、『王様になれ』（'19/
オクイシュージ監督）、『閉鎖病棟-それぞれの朝-』（'19/平山秀幸監督）、『アイヌモシリ』（'20/福永壮志監督）、『樹海村』（'21/清
水崇監督）、『ホムンクルス』（'21/清水崇監督）、『牛首村』（'22/清水崇監督）、『世界の終わりから』（'23/紀里谷和明監督）、『山女』
（'23/福永壮志監督）、NETFLIX「地面師たち」（'24/大根仁監督）などがある。 
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審査員 吉村知己（ヨアケ） 

“ ”

 
吉村知己（YOSHIMURA Tomomi ）/ヨアケ profile  

1998年に新卒で株式会社ギャガ・コミュニケーションズ（現ギャガ株式会社）に入社し宣伝部に配属。2005年宣伝部⾧に就任。
2009年に独立し株式会社ヨアケを設立。日本映画の企画製作と宣伝プロデュース業務の双方に携わる。主な企画プロデュース作品
に『日日是好日』（’18/大森立嗣監督）、『星の子』（’20/大森立嗣監督）、『都会のトム&ソーヤ』（’21/河合勇人監督）、『湖の女たち』
（’24/大森立嗣監督）など。 

プ ロ デ ュ ー サ ー 賞 講 評  

 

協同組合日本映画製作者協会 理事 山上徹二郎（シグロ) 
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金 賞 ・ 銀 賞  

最終候補監督/作品 

 
2024 年度選考対象となった新人監督作品 215 作品の中から１２名（１２作品）が最終選考監督に選ばれました 

 

（敬称略/劇場公開順） 

竹 岡 寛 俊  『 ア ダ ミ ア ニ  祈 り の 谷 』   

マ ヒ ト ゥ ・ ザ ・ ピ ー ポ ー  『 ｉ  ａ ｉ 』   

蘇  鈺 淳  『 走 れ な い 人 の 走 り 方 』   

木 寺 一 孝  『 正 義 の 行 方 』   

松 本 佳 樹  『 地 球 星 人
エ イ リ ア ン

は 空 想 す る 』   

飯 島 将 史  『 プ ロ ミ ス ト ・ ラ ン ド 』   

安 田 淳 一  『 侍 タ イ ム ス リ ッ パ ー 』   

山 城 達 郎  『 心 平 、 』   

山 中 瑶 子  『 ナ ミ ビ ア の 砂 漠 』   

奥 山 大 史  『 ぼ く の お 日 さ ま 』   

道 本 咲 希  『 ほ な ま た 明 日 』   

空  音 央  『 H A P P Y E N D 』  

 
 

 


